
Ⅴ 令和８年度 保健事業計画  

１ 保健医療課事業 

（１）指定難病等対策事業 

事 業 名 事 業 内 容 事業計画 

療養扶助費支給事業 
指定難病患者、特定疾患患者及び小児慢性特定疾

病児童等に対する療養扶助費の支給 
随時 

難病患者介護家族 

リフレッシュ事業 

難病患者介護家族の負担を軽減するため、滞在型

訪問看護及び就学校への登下校時や在校時の医療

的ケアにおける看護料の補助 

随時 

小児慢性特定疾病児童 

日常生活用具給付事業 

小児慢性特定疾病児童等に対する車いすや特殊寝

台等の日常生活用具の給付 
随時 

骨髄移植ドナー支援事業 
骨髄バンク事業における骨髄等提供者及びその提

供者が勤務する事業所に対する奨励金の支給 
随時 

 

（２）看護師等確保事業 

事 業 名 事 業 内 容 事業計画 

看護師実務研修 
医療機関に勤務していない看護師等に対する基礎

的な知識・技術についての研修 
5 回 

看護職員修学資金貸与事業 

看護師養成所等に入学又は在学し、卒業後、看護

師または助産師として市内民間医療機関に就職す

る意思を有する者に対し、修学資金を貸与し、一

定の条件を満たした場合に貸与した修学資金の返

還を免除する。 

返還、返還猶予、

返還免除の審査・

決定 
R4 新規募集終了 

R6 継続分の貸与終了 

民間病院等看護職員修学資金 

貸与事業費補助金交付事業 

市内民間医療機関が実施している看護職員修学資

金貸与事業において、返済の免除により当該医療

機関が被る損失の一部を補助金の交付によって支

援する。 

随時 

 

（３）公害保健事業 

事 業 名 事 業 内 容 事業計画 

補償給付 

医療費･障害補償費等の給付 法律(負担金) 

条例(納付金) 

認定更新･等級見直しに関する事務 

被認定者 320 人 

(令和 8 年 4 月 1 日) 

福
祉
事
業 

呼吸機能訓練教室 
被認定者を対象とした音楽療法、ストレッチ、笑

いヨガの実施 
年 4 回 

家庭療養指導 
被認定者を対象とした保健師･訪問看護師による病

状観察､日常生活の療養指導 
通年 

予防接種費用助成 

被認定者を対象としたインフルエンザ予防接種及

び新型コロナウイルス感染症定期予防接種の自己

負担額の助成 

10 月～2 月 

予
防
事
業 

ぜん息児水泳教室 
年長～小学 6 年生の気管支ぜん息児を対象とした

水泳訓練等 
年 13 回 

小児ぜん息・アレルギー講

演会 

小児ぜん息・アレルギーをテーマとした専門医等

による講演 
1 回 

呼吸リハビリテーション講

座 

ぜん息・COPD 患者を対象とした理学療法士等によ

る呼吸リハビリテーション講座 
1 回 

ピークフローメーター貸与

事業 

気管支ぜん息患者を対象とした健康相談、ピーク

フローメーターの貸与 
随時 



２ 健康政策課事業 

（１）健康づくり推進事業 

事 業 名 事 業 内 容 及 び 方 法 事業計画 

健康づくり推進協議会 
関係機関代表者、学識経験者等から保健事業の計画作

成、企画及び運営に関する意見や助言を受ける 
年 2 回 

（２）健康ふじ 21計画推進事業 

事 業 名 事 業 内 容 及 び 方 法 事業計画 

健康ふじ 21 計画Ⅲの推進 「健康ふじ 21 計画Ⅲ」の推進、評価 
事務局会議 

年 1 回 

健康ふじ 21 計画Ⅳの策定 「健康ふじ 21 計画Ⅳ」の策定検討 
策定会議 

年 3 回 

（３）市民健康行動支援事業 

事 業 名 事 業 内 容 及 び 方 法 事業計画 

ふじ健康ポイント事業 

ウォーキングを中心とした健康づくりを推奨するアプリ

提供を行い、歩数等に応じたポイントを付与し、毎月規

定のポイントに到達した市民に抽選でインセンティブを

付与する事業 

随時 

健
康
教
育 

運動講座 生活習慣病予防のための運動の実践講座 9 回 

糖尿病予防講座 
糖尿病予防のための食事・運動等についての講義と実技

を行う 
4 回 

その他の健康教育 
健康づくりや生活習慣病予防など、各種団体からの依頼

により保健師・栄養士が行う 
随時 

健
康
相
談 

市民健康相談 

市民栄養相談 

生活習慣病予防のための日常生活･食事･運動・禁煙等に

ついての個別相談 
随時 

その他の健康相談 
来所または電話による疾病や健康づくりのための日常生

活等についての相談 
随時 

訪問指導 
糖尿病性腎症等重症化予防のための受診勧奨及び保健指

導 
400 人 

（４）歯科保健（８０２０推進事業） 

 

事 業 名 事 業 内 容 及 び 方 法 事業計画 

歯周病検診（個別） 20・30・40・50・60・70 歳を対象に歯周病検診 
7 月～12 月 

987 人 

歯と口の健康週間事業 
歯と口の健康についての普及啓発事業の実施 6 月 4 日～10 日 

歯っぴい健口フェスタの開催 6 月 7 日 

住民歯科会議 
健康ふじ 21 計画Ⅲに基づき、歯科保健に関する施策

を推進するため、協議検討をする。 
年 2 回 

歯科口腔保健計画の策定 
歯科口腔保健計画の策定のため、庁内ワーキングを開催

し、協議検討する。 

庁内ワーキング

年 2 回 

 



（５）自殺対策事業 

事 業 名 事 業 内 容 及 び 方 法 事業計画 

自殺対策推進会議 
自殺対策を推進するため、関係機関代表者等における自殺

対策計画の策定等に関する審議 
1 回 

自殺対策庁内連絡会 
(ワーキンググループ会議) 

庁内各関係課の密接な連携と協力により自殺対策の推進を

図るため、情報交換や連携、自殺対策計画の策定等につい

て協議・検討する 

1 回 

(1 回) 

こころのゲートキーパー 

研修会 

悩んでいる人に気づき声をかけ、話を聴いて、必要な支援

につなげ見守る「こころのゲートキーパー」を養成するた

めの研修 

2 回予定 

その他随時 

ストレス相談 
公認心理師による 仕事・人間関係・家族関係等のストレ

スに関する相談 
18 回 予定 

うつ病家族講座 
うつ病またはうつ状態にある患者の家族等を対象に講話や

家族同士の交流を行う 
1 回 

こころの健康講演会 こころの健康づくりや精神疾患に関する講演会 1 回 

ＳＯＳの出し方講座 
市保健師または職員による、中学生を対象とした様々な困

難やストレスへの対処方法を身に付けるための講座 
随時 

自殺対策全庁研修会 

市の職員が自殺の現状や相談窓口業務等について学
び、支援が必要な市民に対し適切な対応が取れるため
の研修 

1 回 

災害時こころのケア研修 
被災者のメンタルヘルス支援が適切に行えるよう、災害支

援に従事する市職員や関係者に対する災害時のこころのケ

アに関する研修 
１回 

普及啓発事業 
横断幕・懸垂幕掲示、パネル展示 等 

メンタルチェックシステム「こころの体温計」 

9 月自殺予防週間 

3 月自殺対策強化月間 

 

（６）各種検(健)診事業 

事 業 名 事 業 内 容 及 び 方 法 事業計画 

各

種

検

(

健

)

診 

生活保護受給者等 
健康診査    

40 歳以上で高齢者医療確保法適用外の者(市内医療機関) 
内容：問診､身体測定､血圧測定､血液検査､尿検査､心電図､

医師の診察、対象者を抽出し保健指導の実施 

 

個別 
 

131 人 

肝炎ウイルス検診 

39 歳以上でこれまで肝炎ウイルス検査を未受診の者他 
血液検査によるＢ型・Ｃ型肝炎ウイルスの検査 
(市内医療機関及び委託医療機関)(単独・健康診査と同時) 
 ※無料対象者を含む 

個別 1,190 人 

集団 160 人 

胃部エックス線検診 
50 歳以上 バリウムによる胃部エックス線直接撮影 
(市内医療機関及び委託医療機関) 
(集団検診(検診車による市内巡回))  

個別 230 人 

集団 670 人 

胃内視鏡検診 
50～74 歳 胃内視鏡検査 
(市内医療機関) 

個別 2,500 人 

胃がんリスク検診 

39～49 歳 
血液検査による血清へリコバクター・ピロリ菌抗体検査、血
清ペプシノゲン検査の組合せで胃がんリスクを判定 
(市内医療機関及び委託医療機関)(単独・健康診査と同時) 

個別 600 人 

集団 45 人 

大腸がん検診 

39 歳以上 便潜血反応検査免疫法 
(市内医療機関及び委託医療機関) 
(集団検診(結核・肺、胃とのセット検診)) ※無料対象者
を含む 

個別 8,580 人 

集団 4,855 人 



 

（７）結核予防事業 

事 業 名 事 業 内 容 及 び 方 法  事業計画 

結核健康診断 65 歳以上 胸部エックス線直接撮影 集団 5,700 人 

（８）予防接種事業 

 予防接種 対象年齢 標準的な接種時期 事業計画 

集

団
接

種 

乳
児 

ＢＣＧ 1 歳に達するまで  ＢＣＧの直接接種(１回) 5 か月～8 か月 32 回 

個
別
接
種 

乳
幼
児
・
児
童
・
生
徒 

5種混合 

・ジフテリア 

・百日咳 

・破傷風 

・ポリオ 

・ヒブ 

1 期初回 

1 期追加 

2 か月から 7 歳 6 か月に至るまで 

1 期初回：20 日から 56 日の間隔を

あけて 3 回接種 
1 期追加：初回終了後 6 か月以上

の間隔をあけて 1 回接種  

1 期初回 
2 か月～7 か月に達す 
るまで 
1 期追加 
初回(3 回)終了後 6
か月～18 か月の間 

計 4 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 医 療 機 関 

通    年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2種混合 

・ジフテリア 

・破傷風 

2 期 
11 歳から 13 歳未満   

3 種混合予防接種の追加接種 
11 歳 

ＭＲ 

(麻しん・風しん)

1 期 1 歳～2 歳に至るまで できるだけ早期 

2 期 5歳～7歳未満の年長児 年長児 

日本脳炎 

1 期初回 

 

1 期追加 

6 か月から 7 歳 6 か月に至るまで  1 期初回：1 週間から
4 週間の間隔をあけ
て 2 回 
1 期追加：初回終了後
１年間あける。 

計 3 回 

※特例措置 
 平成19年4月1日以前生まれの20歳未満 

2 期 2 期：1 回 
9歳以上13歳未満 

ヒブ 
2 か月～5 歳に至るまで 

初回 3 回 追加 1 回 計 4 回 2か月～7か月未満 

小児用 

肺炎球菌 

2 か月～5 歳に至るまで 

初回 3 回 追加 1 回 計 4 回 
2か月～7か月未満 

肺がん検診 

39 歳以上 胸部エックス線直接撮影(ｱｽﾍﾞｽﾄ関連疾患検診含) 
65 歳以上は結核健康診断と同時に実施 
喀痰検査対象：50 歳以上で喫煙指数(1 日の本数×年数)600
以上の者 
(集団検診(検診車による市内巡回)) 

集団 7,723 人 

子宮がん検診 

20 歳以上の女性 頸部がん(子宮分泌物の細胞診検査) 
40 歳以上の女性 体部がん(子宮内膜細胞診検査(有症状者
他)) 
31･36･41 歳 HPV 検査(頸部細胞診検査と同時実施) 
(市内医療機関及び委託医療機関、集団検診)  
※無料対象を含む 

個別 8,070 人 

集団 1,715 人 

乳がん検診 
40 歳以上の女性 マンモグラフィ(乳房エックス線検査) 
(市内医療機関及び委託医療機関、集団検診)  
※無料対象を含む 

個別 3,500 人 

集団 2,200 人 

前立腺がん検診 
50 歳、55 歳及び 60 歳以上の男性  
血液検査による、前立腺腫瘍マーカーＰＳＡ値の測定 
(市内医療機関及び委託医療機関)(単独・健康診査と同時) 

個別 2,060 人 

集団 290 人 



子宮頸がん予防 
（ＨＰＶ） 

12 歳になる年度の初日から 16 歳となる年度の

末日までの間にある女子   

13歳になる年度(中学1

年生相当)の女子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 医 療 機 関 

通    年 

 

 

 

 

 

水痘 1 歳～3 歳未満 2 回 1 歳～3 歳未満 

Ｂ型肝炎 1 歳未満 3 回 
2 か月～9 か月に至る

まで 

妊
婦 

ＲＳウイルス 

（母子免疫） 
妊娠 28 週から 37 週に至るまで 妊娠中に 1 回 

成
人 風しん（ＭＲ） 

Ｓ37.4.2～Ｓ54.4.1 生まれの男性でＲ6 年度以

前に風しん抗体検査を実施し、抗体価の低い人

を対象に接種 

Ｒ9.3.31 まで 

高
齢
者 

高齢者肺炎球菌 

満 65 歳の人 

60～65歳未満で、予防接種法で定められている人 
(心臓、じん臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる

免疫の機能に障害が有り、予防接種法の該当事項を満たす人) 

医療機関に一部自己

負担を支払う。 

帯状疱疹 

年度内に 65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90

歳、95 歳、100 歳に到達する人 

60～65歳未満で、予防接種法で定められている人 
(ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害が有り、予防

接種法の該当事項を満たす人) 

対象年齢は経過措置

あり（令和 11 年度まで） 

医療機関に一部自己

負担を支払う。 

高齢者 

インフルエンザ 

満 65 歳以上の人 

60～65歳未満で、予防接種法で定められている人 

(心臓、じん臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる

免疫の機能に障害が有り、予防接種法の該当事項を満たす人) 

実施期間(10月～2月) 

1 回のみ 

医療機関に一部自己

負担を支払う。 

実 施 医 療 機 関 

10 月～2 月 
新型コロナ 

満 65 歳以上の人 

60～65歳未満で、予防接種法で定められている人 

(心臓、じん臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる

免疫の機能に障害が有り、予防接種法の該当事項を満たす人) 

実施期間(10月～2月) 

1 回のみ 

医療機関に一部自己

負担を支払う。 

任
意
接
種 

こどもインフルエンザ 

満 1 歳～高校 3 年生相当年齢までの人 

 1 歳～13 歳未満は 1 回 1,000 円を 2 回まで 

助成 

 13 歳以上は 1 回 1,000 円の助成 

実施期間(10月～2月) 

医療機関に接種単価か

ら 1,000 円を差し引い

た額を支払う。 

おたふくかぜ 満 1 歳～年長児 
接種 1 回につき 2,000

円を助成 

実 施 医 療 機 関 

通    年 

大人の風しん 
風しん抗体価が低い、妊娠を希望する女性とそ

の同居者および抗体価が低い妊婦の同居者 

風しんワクチン 4,000

円、またはＭＲワクチ

ン 5,000 円を助成 

実 施 医 療 機 関 

通    年 

特別な理由による 

任意予防接種 

造血幹細胞移植その他の理由により定期予防接

種で接種した予防接種の効果が期待できないと

医師に判断された概ね 19 歳未満の者（予防接種

の種類により上限年齢は異なる） 

再接種にかかる費用

を助成 

実 施 医 療 機 関 

通    年 

（９）特定健康診査・特定保健指導事業 

事 業 名 事 業 内 容 及 び 方 法 事業計画 

特定保健指導 
特定健康診査受診者より対象者を抽出し、3 か月間の生活

習慣改善指導(動機づけ支援・積極的支援)を行う 

特定保健指導 

利用率 44.0% 

ＣＫＤ(慢性腎臓病)対策 

富士市 CKD ネットワーク運営委員会を設置し、医療機関の

連携、保健指導体制の整備、早期発見のための健診受診率

の向上、市民への啓発、CKD 対策にかかわる者への研修な

どについて検討し、推進する 

運営委員会 2 回 

研修会 1 回 

講演会１回 

糖尿病対策 

富士市糖尿病ネットワーク運営委員会を設置し、医療機関

の連携、保健指導体制の整備、早期発見のための健診受診

率の向上、市民への啓発、糖尿病対策にかかわる者への研

修などについて検討し、推進する 

運営委員会 2 回 

研修会 1 回 

講演会１回 



３ 地域保健課・こども家庭課事業 

（１）健康づくり推進事業 

事 業 名 事 業 内 容 及 び 方 法 事業計画 

地区担当制の推進 
保健師の人材確保と資質向上を図るとともに、地域活

動と業務活動の連動による保健活動の展開を進める 

保健師会議 2 回 

研修会 1回 

地域担当会議 毎月 

職
域
支
援
事
業 

ふじ職域健康リーダー

事業 

中小規模事業所を中心に設置拡充および育成支援し、

地域職域保健の連携を強化する 

情報提供 2 回 

事業所訪問随時 

事業所への健康支援 
従業員の健康づくりを進めるため、ふじ職域健康リー

ダーと連携して健康づくりを進める 

事業所訪問・電話

健康講座、相談 

健康ポイント勧奨 

野菜摂取普及啓発活動 
バランスの良い食習慣の確立を目指し、不足しがちな

野菜摂取を意識した普及啓発を行う 
年 80 回 

健康・食育サポーター事業 健康・食育サポーターと健康に関する普及啓発を行う 研修会 1 回 

 

（２）健康増進事業 

事 業 名 事 業 内 容 及 び 方 法 事業計画 

健康教育 
健康づくりや生活習慣病予防、救急法など各種団体・

地域からの依頼により保健師・栄養士がおこなう 
随時 

健
康
相
談 

骨 の 健 康 相 談 超音波による推定骨量測定と健康相談 年 74 回 

お出かけ健康相談 
商業施設・イベント等の来所者、事業所の従業員など

に簡易健康チェック・健康教育・相談を実施 
随時 

富士市まちの保健室 
まちづくりセンター・公会堂等に保健師が出向き、健

康チェック・健康相談を実施 
随時 

その他の健康相談 
来所または電話による疾病や健康づくりのための日常

生活等についての相談 
随時 

訪問指導 
・療養上の保健指導が必要と認められる者及び家族等

に対する保健指導 
随時 

 

 
（３）地域支援事業 

事 業 名 事 業 内 容 及 び 方 法 事業計画 

栄養満点教室 
健康長寿のためのフレイル予防の講話で高齢期の栄養

について学ぶ教室 
3 会場各 2 回 

介護予防サポーター（運動） 

養成講座 

介護予防の知識や技術の習得を図り、高齢者が歩いて

通える運動教室の開催ができるサポーターを養成 
4 回 

介護予防サポーター（運動） 

現任研修 

介護予防サポーターが介護予防の知識や技術を習得

し、資質向上を図る研修 
2 回 

介護予防サポーター（栄養） 

養成講座 

介護予防の知識や技術の習得を図り、高齢者が歩いて

通える料理教室の開催ができるサポーターを養成 
4 回 

活
動
支
援 

介護予防サポーター 

交流会 

介護予防サポーター同士や地区担当保健師、包括支援

センター職員が交流及び教室の運営に関する連絡事項

等の周知 

1 回 

ご近所さんの運動・料

理教室専門職派遣 

保健師・看護師・理学療法士・作業療法士・管理栄養

士・歯科衛生士等の専門職による支援 
随時 



（４）母子保健事業 

 

事 業 名 事 業 内 容 及 び 方 法 事業計画 

母 
 
 

性 

不妊・不育治療費補助事業 
不妊・不育に悩む夫婦への経済的負担の軽減 
(限度額 100 万円) 

316 人 

プレコンセプションケア
健診補助事業 

カウンセリング、必要に応じて検査実施 162 人 

母子健康手帳交付 
母子健康手帳交付・妊産婦健康診査及び新生児聴覚ス
クリーニング検査受診票交付･妊婦保健指導･マタニ
ティーキーホルダーの配布･セルフプランの作成 

254 日 

はぐくむ FUJI 妊婦支援
金 

妊娠届出時の面接後に妊婦 1 人につき 50,000 円を支
給。また、妊娠 8～9 か月頃に郵送されるアンケートに
回答後、電話・訪問・面接のいずれかを受けた方へ、
こども 1 人につき 50,000 円の経済的支援を行う。 

1 回目 
1,350 人 
2 回目 
1,350 人 

妊婦健康診査 
医療機関へ委託(基本健診 16 回、超音波検査 4 回、血
液検査 1 回、血算検査 1 回、GBS 検査 1 回) 

随時 

妊婦歯科健康診査 富士市歯科医師会へ委託（16～27 週の間に 1 回） 随時 

多胎妊婦健康診査 医療機関へ委託（基本健診 5 回） 随時 

新生児聴覚      
スクリーニング検査 

医療機関へ委託(ABR 又は OAE)１回 随時 

産婦健康診査 医療機関へ委託(2 回) 随時 

妊産婦健康診査 
等補助金交付事業 

協定外医療機関等で妊産婦健康診査及び新生児聴覚ス

クリーニング検査を受診したものに対して補助金を交

付 

随時 

特定妊婦等の妊産婦事業
に係るタクシー乗車料金
助成事業 

妊産婦健康診査の受診及び産後ケア事業等を利用する

特定妊婦等のタクシー乗車料金を助成することによ

り、産科医療機関等への移動に係る経済的負担の軽減

を図る。 

随時 

母子栄養食品支給事業 低所得で援助の必要な妊産婦と乳児に粉乳支給 随時 

産前産後サポート事業 
助産師や子育て経験のある先輩ママが妊婦や子育て中

の方の不安や悩みの相談を受ける。 
5 会場 156 回 

多胎妊婦交流会 

多胎妊娠の妊婦が多胎育児をイメージしながら安心し

て出産し、育児を行うことができるよう、多胎育児経

験者との交流や専門職による相談等を行う。 

3 回 

産後ケア事業 

おおむね生後 1 年未満の赤ちゃんと母が市内の産婦人

科や助産所にて宿泊、日帰り及び訪問か日帰り 2 時間

を利用し、心身のケアや保健指導や育児指導を受ける。

（各 7 日） 

随時 

はぐくむ FUJI 家事育児
サポート事業 

妊娠中～産後 2 年未満の養育者が、市内事業者のサ

ポートを 100 時間以内で利用できる。（多胎は妊娠中～

産後 3 年未満まで 200 時間） 

随時 

お母さんお父さん教室 

対象：初妊婦とその夫またはパートナー 
講話：母と子の歯の健康、妊娠中と産後の食生活、 

夫婦で子育てする心構え、赤ちゃんの健康管理 
実習：赤ちゃんの抱っこ、おむつ交換、沐浴 

24 回 
(日曜 8 回含む)) 



 
 
 
 

事 業 名 事 業 内 容 及 び 方 法 事業計画 

乳

幼

児 

乳児健康診査 医療機関へ委託(1 か月児･4 か月児･10 か月児) 随時 

すくすく赤ちゃん講座 
(ブックスタートふじ事業・ 
富士ヒノキ製玩具贈呈事業） 

生後 6 か月児と保護者への保健指導と育児支援 
絵本の紹介と絵本の読み聞かせ及び配本 
富士ヒノキ製木のおもちゃの配布 

24 回 

離乳食講習会 
離乳期別の月齢に合わせた講話と試食及び個別相談 
オンライン配信を行う 

36 回 

乳幼児の健康・栄養相談 来所または電話による乳幼児の健康・栄養(食事)相談 随時 

あったか子育て応援講座 
子育て家庭への関心を高め、あたたかく応援できるよ
う、地域ぐるみで子育て家庭を見守る重要性を啓発 

600 人以上 

子育て交流会 
子育て中の親とその子、妊婦と夫（パートナー）を対象
に、地域とつながり安心して子育てできる機会として、
グループトーク等を行う交流会 

12 会場 13 回 

子育てサークル支援 子育てグループ活動への支援 随時 

1 歳 6 か月児健康診査 
身体測定、内科及び歯科健診、視聴覚検査、保健･栄
養･歯科･子育て健康相談、ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ指導、フッ化物歯
面塗布 

32 回 

おやこ相談 
子どもの発達や育児の悩み等、心理発達相談員による
相談 

月 1～2 回 

おやこ(にこにこ)教室 
親子でのふれあいや小集団での遊びを通じて、発達面
で気になる児の経過観察と保護者への育児支援 

月 1 回 

3 歳児健康診査 
(セカンドブックふじ事業) 

身体測定、内科･眼科及び歯科健診、尿検査、聴覚検
査、目の屈折検査、保健･栄養･歯科･子育て健康相談、
フッ化物歯面塗布 

35 回 

5 歳児健康診査 
（富士ヒノキ製立体パズル
贈呈事業) 

身体測定、内科･眼科健診、集団遊び及び教育、子育て
健康相談、フッ化物歯面塗布、専門相談（心理･療育･
栄養） 

40 回 

精密健康診査 
1 歳 6 か月児･3 歳児･5 歳児健診で要精密検査児に医療
機関紹介 

随時 

健診事後支援（園訪問） 
5 歳児健診で経過観察となり、園で支援が必要な児
に、園と連携し就学に向け親子支援を実施 

随時 

歯
科
保
健 

フッ化物利用推進事業 
幼稚園・保育園児と保護者に対してフッ化物利用推進
講座等を実施 
希望する園でフッ化物洗口毎日法を実施 

43 園 

思
春
期 

思春期講座 
中学生を対象に、性に関する正しい知識と生命の尊さ
を学ぶ講座 

10回 

思春期講座サポーター 
養成事業 

子ども達に命の大切さを伝えていただく人を募集し、
思春期講座をサポートする人材として養成 

思春期講座事前
セミナー 1回 

プレコンセプションケア 
啓発 

教育機関、事業所等と連携し、ライフステージに応じ
たプレコンセプションケアを普及啓発 

講話等 5回 
SNS、ラジオ、地
方紙等  

母子訪問指導 

・乳児家庭全戸訪問事業(生後4か月までに全戸訪問) 
・養育支援訪問事業 
・乳幼児健診未受診家庭等の訪問指導 
・関係機関との連携及び調整 

1,300 人 
950 人 
130人 

随時 



（５）食育推進事業 

事 業 名 事 業 内 容 及 び 方 法 事業計画 

会 
 
 

議 

食育推進会議 第４次富士市食育推進計画の推進・評価 年 3 回 

食育推進事業実行委員会 食育推進事業の企画・実施 年 3 回 

食育推進連絡会・担当者部会 食育推進計画実施計画作成 年 2 回 

食
育
啓
発
事
業 

第 18 回富士山おむすび計画  

食育弁当コンテスト 

中学生を対象に手作り弁当のレシピを募集し、審

査・選考し、入賞者を表彰する 
年 1 回 

食 育 啓 発 
各種イベントで、食育推進計画及び食育の啓発活

動を行う 
年 3 回 

健康・食育サポーター事業 
健康・食育啓発事業に参加するボランティアを登

録し、活用する 
随時 

食
育
推
進
事
業 

食育講演会 食育に関する講演会を実施 年 2 回 

小中学生栄養調査 

小学校 6 年生と中学校 1 年生を対象に食生活頻度

調査を実施し、個々の栄養状態に関する結果票を

家庭に配布する 

4 校 

高校生の健康づくり普及啓

発 

文化祭等のイベントで、健康づくりの普及啓発を

行う 
3 校 

高校生の食生活講座 高等学校で食生活講座、調理実習を行う。 2 校 

食育講座 
幼稚園・地区まちづくりセンター等で、食育講座

を実施 
年 30 回 

食育推進地区事業 
吉永・原田地区において、小中学校と連携した食

育推進事業を実施 
2 地区 

食育推進校事業 

吉永第一小学校･原田小学校・吉原第三中学校に

おいて、児童･生徒･保護者を対象に食育授業を実

施 

3 校 

食

推

活

動

支

援 

研修会 
食生活推進員が普及啓発活動に必要な知識を得る

ため、講話や調理実習等の研修を行う 

総会   1 回 

役員会  6 回 

研修会 14 回 

健康クッキング 
地区まちづくりセンターで食育の一環として、小

学生を対象とした講座を実施 13 回 

地区活動 
地区イベント等で食生活改善、食育に関する啓発

活動等を実施 10 回 

4 その他 

事 業 名 事    業    内    容 

学生実習指導 保健師・看護師・栄養士等の学生に対する地域実習指導 

まちづくりセンター事業への講師派遣 家庭教育学級、高齢者学級等への講師として保健師、栄養士派遣 

その他の講師派遣 生活習慣病予防等に関する講話の講師として保健師、栄養士派遣 

市政いきいき講座 
健康政策課・地域保健課・保健医療課の業務内容や健康づくり・

食育に関する知識についての出前講座 

 


